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要約 

 本研究では，日銀のマイナス金利政策が銀行の収益に与える影響について，論点整理を

行うとともに，銀行の財務データに基づいて実証分析を行った．分析の対象は 2009 年 3 月

期から 2020 年 3 月期までの銀行 122 行で，動学的パネルモデルをシステム GMM で推定

した． 

 実証分析の結果は，以下の通りである． 

（１）日銀の低金利・マイナス金利政策は，銀行の ROA や経常利益に悪影響を与える．た

だし，マイナス金利政策下でその影響度は低下している． 

（２）銀行の資金利益に対して，金利水準は影響しないが長短金利差が影響する． 

（３）銀行の手数料利益（役務取引等利益）や債券売買等の利益（その他業務利益）も低

金利・マイナス金利と長短金利差縮小で悪影響を受ける． 

（４）低金利・マイナス金利が，地銀・第二地銀の ROA に特に強い悪影響を与えることは

確認されない．ただし，地銀・第二地銀の資金利益が長短金利差縮小の影響を強く受ける

ことは確認された． 
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